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９
月
は
全
教
会
布
教
推

進
月
間
と
し
て
、
各
直
属

教
会
系
統
で
活
発
に
布
教

活
動
が
つ
と
め
ら
れ
て
き

た
が
、
そ
の
締
め
括
り

と
し
て
月
末
の
３
日
間

「
全
教
一
斉
に
を
い
が
け

デ
ー
」
が
実
施
さ
れ
た
。

28
日
、
各
支
部
・
組
ご
と

の
会
場
で
は
、
教
区
と
し

て
「
教
会
長
路
傍
講
演
の

日
」
と
銘
打
ち
、
駅
前
な

ど
人
の
多
く
集
ま
る
街
頭

に
て
路
傍
講
演
や
神
名
流

し
を
積
極
的
に
展
開
。
教

会
長
を
先
頭
に
多
く
の
よ

う
ぼ
く
信
者
が
参
加
し
た
。

　

続
い
て
29
日
、
30
日
に

は
住
宅
地
で
戸
別
訪
問
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど

活
発
な
布
教
活
動
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。
参
加
者
の

中
に
は
、「
教
区
・
支
部
情

報
ね
っ
と
」
の
投
稿
を
見

て
集
ま
っ
て
き
た
よ
う
ぼ

く
も
お
り
、
勇
ん
だ
活
動

と
な
っ
た
。

　

東
伊
豆
支
部
は
、
熱
海
、

伊
東
地
区
（
1
組
）
と
下

田
地
区
（
2
組
）
に
分
か

れ
、
布
教
活
動
を
展
開
し

た
。

　

同
支
部
で
は
、
数
十
年

前
よ
り
伊
豆
急
下
田
線
沿

線
各
駅
で
路
傍
講
演
を

行
っ
て
い
る
。

　

初
日
は
日
曜
日
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
二
組
合
同

で
実
施
。
今
回
は
熱
海
来

宮
駅
を
皮
切
り
に
、
下
田

駅
ま
で
の
主
要
駅
な
ど
７

カ
所
で
教
会
長
、
よ
う
ぼ

く
が
路
傍
講
演
を
つ
と
め

た
。

　

２
日
目
と
最
終
日
は
、

各
組
の
拠
点
教
会
に
集
ま

り
、
お
つ
と
め
、
諭
達
拝

読
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
読
み

合
わ
せ
に
続
き
、
戸
別
訪

問
。

　

参
加
し
た
教
会
長
は
じ

め
教
友
ら
は
、
お
互
い
に

学
び
合
い
、
勇
ま
せ
合
う

機
会
を
得
て
、
年
祭
活
動

仕
上
げ
の
年
に
支
部
内
が

一
手
一
つ
に
な
っ
て
意
義

深
い
活
動
が
と
な
っ
た
。

　

伊
豆
支
部
で
は
４
組
を

二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

路
傍
講
演
を
実
施
し
た
。

28
日
に
は
、
管
内
全
駅
路

傍
講
演
を
行
い
、
三
島
駅

を
皮
切
り
に
午
後
５
時
の

修
善
寺
駅
ま
で
、
一
日
中

に
を
い
が
け
に
従
事
し
た
。

　

29
日
、
30
日
は
各
組
で

拠
点
を
設
け
、
戸
別
訪

問
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布

に
汗
を
流
し
、
充
実
し
た

三
日
間
を
過
ご
し
た
。

　

駿
豆
支
部
は
28
日
、
組

ご
と
駅
周
辺
や
大
通
り
で

路
傍
講
演
や
神
名
流
し
を

東
伊
豆
支
部

伊
豆
支
部

立教 188年　全教一斉にをいがけデー

年祭まであと４か月、勇んで開催

駿
豆
支
部
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JR
清
水
駅
、
草
薙
駅
に
て

路
傍
講
演
。

　

29
日
に
は
、
興
津
分
教

会
よ
り
興
津
駅
ま
で
神
名

流
し
を
行
い
、
駅
前
に
て

路
傍
講
演
。

　

30
日
に
は
、
蒲
原
駅
、

新
蒲
原
駅
に
て
路
傍
講
演

を
実
施
し
た
。

　

中
駿
東
支
部
で
は
28
日
、

静
岡
駅
前
に
て
路
傍
講
演
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
を

行
っ
た
。

　

29
日
は
静
岡
大
教
会
に

集
ま
り
、
お
願
い
づ
と
め

を
つ
と
め
た
後
、
戸
別
訪

問
に
出
か
け
た
。

　

30
日
は
各
教
会
で
の
活

動
と
な
っ
た
。

　

今
年
は
に
を
い
が
け

ボ
ー
ド
を
使
い
、
婦
人
会

員
も
弁
士
と
な
り
、
例
年

に
も
増
し
て
賑
や
か
で
華

や
か
な
活
動
と
な
っ
た
。

　

中
駿
西
支
部
で
は
、
３

つ
の
教
会
を
拠
点
に
戸
別

訪
問
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
。

　

28
日
は
、
青
葉
イ
ベ
ン

ト
広
場
で
路
傍
講
演
。
参

加
者
多
数
の
た
め
、
急
遽

2
カ
所
に
分
か
れ
行
っ
た
。

30
日
は
、
静
和
分
教
会
よ

り
静
岡
駅
ま
で
神
名
流
し
、

駅
南
口
で
路
傍
講
演
を

行
っ
た
。

　

西
駿
支
部
は
、
４
組
に

分
か
れ
て
実
施
。

　

１
組
（
焼
津
市
）
は
28

日
、
教
務
支
庁
周
辺
で

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
。
29

日
は
、
焼
津
駅
南
口
に
て

路
傍
講
演
と
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
配
布
を
行
っ
た
。

　

２
組
（
藤
枝
市
）
は
28

日
、
美
和
分
教
会
周
辺
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
を

行
っ
た
。

　

３
組
（
島
田
市
）
は
28

日
、
島
田
分
教
会
周
辺
、

29
日
は
白
羽
大
教
会
周
辺
、

30
日
は
錦
行
分
教
会
周
辺

に
て
そ
れ
ぞ
れ
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
配
布
を
行
っ
た
。

　

４
組
（
旧
榛
原
郡
）
は

28
日
、
JR
金
谷
駅
に
て
路

傍
講
演
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

配
布
、
29
日
は
白
羽
大
教

会
周
辺
に
て
神
名
流
し
を

行
っ
た
。

　

29
日
は
小
雨
が
降
る
中

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
会
場
で
よ
り
一
層
勇
ん

で
つ
と
め
ら
れ
る
姿
が

あ
っ
た
。

　

中
遠
支
部
は
、
各
組
で

活
動
を
実
施
。

　

１
組
は
28
日
、
城
東
分

教
会
、
菊
川
駅
間
を
神
名

流
し
。
菊
川
駅
に
て
路
傍

講
演
を
行
っ
た
。

　

29
日
は
、
浜
岡
福
祉
会

館
で
ひ
の
き
し
ん
。
30
日

は
、
元
白
羽
分
教
会
周
辺

で
戸
別
訪
問
。

　

２
組
は
、
掛
川
分
教
会

か
ら
掛
川
駅
ま
で
神
名
流

し
。
掛
川
駅
に
て
路
傍
講

演
。

　

３
組
は
、
愛
野
駅
前
に

て
神
名
流
し
と
路
傍
講
演
。

29
日
に
は
、
袋
井
駅
前
に

て
神
名
流
し
と
路
傍
講
演

を
行
っ
た
。

　

４
組
は
、
周
智
分
教
会

を
拠
点
に
路
傍
講
演
、
戸

別
訪
問
。

　

５
組
は
、
豊
田
駅
前
に

て
路
傍
講
演
と
神
名
流
し
。

　

６
組
は
、
豊
田
町
駅
前

に
て
神
名
流
し
と
路
傍
講

演
に
汗
を
流
し
た
。

　

西
遠
支
部
は
、
三
日

間
に
延
べ
231
名
が
参
加
。

28
・
29
・
30
日
に
渡
り
各

組
長
を
芯
に
組
毎
神
名
流

し
、
路
傍
講
演
、
戸
別
訪

問
を
行
っ
た
。
参
加
し
た

よ
う
ぼ
く
は
、
今
後
も
そ

れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
て

日
頃
か
ら
活
動
し
て
い
く

こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

　

北
遠
支
部
は
、
各
組
に

分
か
れ
て
実
施
。

　

昨
年
よ
り
多
く
の
参
加

が
あ
り
、
よ
り
一
層
勇
ん

で
つ
と
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
支
部
内
の
布
教

所
長
夫
妻
が
障
害
の
あ
る

息
子
さ
ん
と
と
も
に
路
傍

講
演
し
て
い
る
姿
は
、
参

加
者
の
勇
み
の
種
に
な
っ

た
。

行
っ
た
。

　

29
日
、
30
日
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
拠
点
を
中
心
に
戸

別
訪
問
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

配
布
を
行
っ
た
。

　

富
士
支
部
は
28
日
、
富

士
駅
北
口
、
橋
下
交
差
点
、

ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー
前
交
差
点

の
３
カ
所
に
分
か
れ
て
路

傍
講
演
、
戸
別
訪
問
を

行
っ
た
。

　

29
日
は
、
ロ
ゼ
シ
ア

タ
ー
前
交
差
点
に
て
路
傍

講
演
。

　

30
日
は
、
芝
川
分
教
会

を
拠
点
に
婦
人
会
員
が
中

心
と
な
っ
て
神
名
流
し
を

行
っ
た
。

　

東
駿
支
部
は
、「
人
の
た

め
に
尽
く
す
生
き
方
」
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
28
日
に

富
士
支
部

東
駿
支
部

中
駿
東
支
部

西
駿
支
部

中
駿
西
支
部

中
遠
支
部

西
遠
支
部

北
遠
支
部
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富士支部富士支部

伊豆支部伊豆支部

東駿支部東駿支部
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駿豆支部駿豆支部

中駿東支部中駿東支部

中遠支部中遠支部

中駿西支部中駿西支部西駿支部西駿支部
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東伊豆支部東伊豆支部
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災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊
作
業
内
容
ま
と
め

〈
期
間
〉
9
月
11
日
〜
21
日

〈
作
業
地
域
〉
牧
之
原
市
、
吉
田
町

〈
参
加
人
員
総
数
258
人
（
内
婦
人
会
56
名
）
〉

〈
作
業
成
果
〉

☀
教
会
1
件　
　

瓦
礫
撤
去
、
屋
根
修
繕
、
倒
壊
倉

　

庫
撤
去
、
軽
ト
ラ 

23
回
運
搬

☀
布
教
所
1
件　

シ
ャ
ッ
タ
ー
撤
去
、
ブ
ル
ー
シ
ー

　

ト
張
り
、
ゴ
ミ
捨
て
軽
ト
ラ
1
回
運
搬

☀
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル
撤
去
、
ゴ
ミ
運
搬
、

　

ト
ラ
ッ
ク
24
回
運
搬
、
パ
イ
プ
切
断
150
本

☀
個
人
宅
ガ
レ
キ
撤
去
、
運
搬　

11
件　

軽
ト
ラ
15

　

回
運
搬

☀
老
人
ホ
ー
ム
1
件　

ゴ
ミ
撤
去
軽
ト
ラ
ッ
ク
1
回

☀
高
速
道
路
高
架
下
ゴ
ミ
撤
去　

ト
ラ
ッ
ク
1
回

☀
牧
之
原
市
細
江
地
区
飛
来
ガ
レ
キ
撤
去　

2
ト
ン

　

ト
ラ
ッ
ク
2
回　

軽
ト
ラ
ッ
ク
2
回

☀
吉
田
町
ニ
ー
ズ　

壊
れ
た
家
の
壁
剥
が
し
飛
来
瓦

　

礫
除
去　

軽
ト
ラ
1
杯
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災
救
隊
静
岡
教
区
隊
は
、

9
月
11
日
か
ら
21
日
ま
で
、

竜
巻
の
被
害
に
見
舞
わ
れ

た
牧
之
原
市
と
吉
田
町
へ

出
動
し
た
。

　

牧
之
原
市
で
は
農
家
の

倒
壊
し
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
の
ビ
ニ
ー
ル
剥
が
し
を

は
じ
め
、
民
家
の
瓦
礫
や

倒
木
の
撤
去
に
当
た
り
、

細
江
地
区
の
山
林
で
竜
巻

に
よ
っ
て
飛
散
し
た
瓦
礫

な
ど
の
撤
去
・
運
搬
作
業

に
従
事
し
た

　

吉
田
町
で
は
被
災
民
家

に
も
出
動
し
、
敷
地
内
の

倒
木
や
瓦
礫
の
撤
去
、
倒

壊
し
た
小
屋
の
荷
物
運
搬
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
張
り
な
ど

に
尽
力
。
ま
た
飛
散
し
た

瓦
礫
の
撤
去
・
運
搬
作
業

に
従
事
し
た
。
他
に
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
杉
の

子
園
」
と
東
名
高
速
道
路

高
架
上
の
側
溝
の
ご
み
撤

去
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

　

ま
た
期
間
中
、
被
災
し

た
吉
田
分
教
会
で
は
、
瓦

下
ろ
し
や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、

ル
ー
フ
ィ
ン
グ
に
よ
る
復

旧
作
業
の
ほ
か
、
拠
点
と

し
て
隊
員
た
ち
を
受
け
入

れ
、
ま
た
西
駿
支
部
婦
人

会
が
連
日
、
隊
員
の
昼
食

づ
く
り
の
ひ
の
き
し
ん
に

つ
と
め
た
。

　

９
月
21
日
ひ
の
き
し
ん

終
了
後
、
吉
田
分
教
会
に

て
解
隊
式
が
つ
と
め
ら
れ
、

10
日
間
が
締
め
く
く
ら
れ

た
。

災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊

竜
巻
被
害
被
災
地
出
動
記
録

竜
巻
被
害
被
災
地
出
動
記
録
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９
月
15
日
、
道
の
学
生

ひ
の
き
し
ん
デ
ー
が
教
区

学
生
会
、
学
生
担
当
委
員

会
の
共
催
の
も
と
行
わ
れ

た
。
今
回
は
、
学
生
同
士

が
、
少
年
ひ
の
き
し
ん
隊

（
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
静

岡
）
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー

プ
な
ど
で
誘
い
合
い
、
ま

た
、
お
ぢ
ば
か
ら
も
学
生

た
ち
が
駆
け
付
け
、
高
校

生
以
上
36
名
、
中
学
生
以

下
の
少
年
会
員
41
名
、
他

担
当
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

も
含
め
90
名
が
参
加
し
た
。

　

当
日
10
時
焼
津
市
の
浜

当
目
海
岸
に
集
合
。
集

ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
を
班
に

分
け
、
ゴ
ミ
集
め
ゲ
ー
ム

な
ど
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら

楽
し
く
ひ
の
き
し
ん
に
励

ん
だ
。

　

ひ
の
き
し
ん
終
了
後
は
、

教
務
支
庁
に
移
動
し
、
駐

車
場
に
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。

焼
き
肉
、
焼
き
そ
ば
、
か

き
氷
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。

昼
食
後
は
神
殿
に
て
班
ご

と
に
分
か
れ
、
学
生
た
ち

が
考
え
た
様
々
な
ゲ
ー
ム

で
盛
り
上
が
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
と
て

も
楽
し
か
っ
た
！
ま
た
参

加
し
た
い
」
と
喜
び
の
声

も
上
が
り
、
中
に
は
「
次

の
行
事
は
何
で
す
か
？
」

と
尋
ね
る
声
も
あ
っ
た
。

　

岡
野
多
吉
学
生
担
当
委

員
長
は
、
「
今
回
、
予
想

以
上
に
集
ま
っ
た
。
こ
れ

は
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の

つ
な
が
り
に
よ
る
学
生
た

ち
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を

使
っ
た
声
掛
け
の
結
果
だ

と
思
う
。
こ
れ
を
来
年
の

春
の
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

№674令和 7年 11月１日
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の
き
し
ん
デ
ー
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た
。

　

私
は
天
理
教
校
附
属
高

等
学
校
で
3
年
、
第
二
専

修
科
で
5
年
、
少
年
会
本

部
で
３
年
、
併
せ
て
11
年

お
ぢ
ば
で
仕
込
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

私
は
血
液
ウ
イ
ル
ス
と

い
う
身
上
を
見
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
教

会
長
と
し
て
、
精
一
杯
に

を
い
が
け
・
お
た
す
け
、

信
者
さ
ん
方
の
丹
精
に
励

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

教
祖
140
年
祭
三
年
千
日

の
３
年
目
、
ま
だ
ま
だ
未

熟
な
私
で
す
が
、
ど
う
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
度
５
月
26
日
、
敷

知
分
教
会
五
代
会
長
の
理

の
お
許
し
を
戴
き
ま
し
た
。

　

敷
知
分
教
会
は
大
正
14

年
12
月
24
日
、
敷
知
宣
教

所
と
し
て
お
許
し
戴
き
ま

し
た
。
神
村
家
は
、
彦
五

郎
の
妻
ま・

・つ
の
腸
満
の
身

上
か
ら
信
仰
に
入
り
、
熱

心
に
に
を
い
が
け
・
お
た

す
け
を
す
る
中
に
、
彦
五

郎
が
二
代
会
長
と
な
り
ま

し
た
。
三
代
神
村
栄
吉
会

長
、
四
代
神
村
重
吉
会
長
、

そ
し
て
私
が
五
代
会
長
と

な
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

西
遠
支
部

敷
島
大
教
会
部
属

敷
知
分
教
会
五
代
会
長

　
　
　
　
　

神か
み 

村む
ら  

受し
げ 

宏ひ
ろ

　

こ
の
度
３
月
26
日
、
今

泉
分
教
会
五
代
会
長
の
理

の
お
許
し
を
戴
き
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
教
理
も
経
験

も
大
変
未
熟
で
、
若
輩
者

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会

長
と
い
う
理
を
受
け
た
か

ら
に
は
、
理
の
御
用
の
上

に
、
精
一
杯
つ
と
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
泉
分
教
会
の
道
は
明

治
29
年
に
二
代
会
長
が
２

歳
の
時
、
極
度
の
消
化
不

良
で
苦
し
ん
で
い
た
と
こ

ろ
、
天
理
教
の
布
教
師
に
、

に
を
い
を
か
け
ら
れ
お
救

け
頂
い
た
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
そ
の
後
、
御
恩

報
じ
の
た
め
布
教
お
た
す

け
に
励
み
、
井
出
清
作
を

初
代
会
長
と
し
て
、
大
正

13
年
７
月
24
日
に
今
泉
宣

教
所
の
名
称
の
理
を
戴
き

ま
し
た
。

　

以
来
、
歴
代
の
会
長
様

方
が
丹
精
込
め
て
繋
い
で

き
て
下
さ
い
ま
し
た
。
理

に
感
謝
し
、
教
会
設
立
の

元
一
日
を
胸
に
、
御
存
命

の
教
祖
に
お
も
た
れ
し
、

た
す
け
一
条
の
御
用
に
喜

び
勇
ん
で
つ
と
め
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、

今
後
共
、
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

富
士
支
部

沼
津
大
教
会
部
属

今
泉
分
教
会
五
代
会
長

　
　
　
　
　

井い 
出で  
拓た
く 

馬ま

新
任
・
教
会
長
を
拝
命
し
て
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